
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アンテナから入力されたデジタル放送信号より所望の周波数の 信号を選択するチュ
ーナ部と、該選択した受信信号を復調する復調部と、該復調した受信信号に伝送誤りがど
の程度発生したかを示すビット誤り率（ＢＥＲ値）を測定するＢＥＲ測定部と、前記復調
した受信信号のＣ／Ｎ値を測定するＣ／Ｎ測定部と、ＢＥＲ値及びＣ／Ｎ値を受信レベル
に変換するための変換式を格納したメモリと、前記測定したＢＥＲ値又はＣ／Ｎ値に対応
した変換式を前記メモリから求めて前記受信信号の受信レベルを算出する算出部と、該算
出した受信レベルを表示する表示部とを有

することを特徴とするデジタル放送受信装置。
【請求項２】
　請求項 記載のデジタル放送受信装置において、ＢＥＲ値に基づいて受信レベルを表
示する際に、前記ＢＥＲ測定部においてＢＥＲ値の測定が可能な期間にはＢＥＲ値を受信
レベルに変換して表示し、ＢＥＲ値の測定ができない期間にはＣ／Ｎ値を受信レベルに変
換して表示す とを特徴とするデジタル放送受信装置。
【請求項３】
　請求項１ に記載のデジタル放送受信装置において、ＢＥＲ値に基づいて受信レベ
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受信

し、
　受信レベルを表示する際に、前記Ｃ／Ｎ測定部による測定範囲を、前記ＢＥＲ測定部に
よるＢＥＲ値の測定可能範囲と、それ以外の範囲とに分割し、前記ＢＥＲ値の測定可能範
囲ではＢＥＲ値又はＣ／Ｎ値を受信レベルに変換して表示し、それ以外の範囲ではＣ／Ｎ
値を受信レベルに変換して表示
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ルを表示する際に、受信信号の変調方式及び符号化率を検出し、その変調方式及び符号化
率に対応した変換式を前記メモリから選択して前記受信信号の受信レベルを算出し、該算
出した受信レベルを絶対受信レベルとして表示することを特徴とするデジタル放送受信装
置。
【請求項４】
　請求項１ に記載のデジタル放送受信装置において、Ｃ／Ｎ値に基づいて受信レベ
ルを表示する際に、受信信号の変調方式及び符号化率を検出し、その変調方式及び符号化
率に対応した変換式を前記メモリから選択して前記受信信号の受信レベルを算出し、該算
出した受信レベルを相対受信レベルとして表示することを特徴とするデジタル放送受信装
置。
【請求項５】
　請求項１乃至 のいずれか１に記載のデジタル放送受信装置において、周波数毎にＣ／
Ｎ値に対するＢＥＲ値の周波数特性に関する情報を記憶したデータテーブルを有し、受信
レベルを表示する際に、前記チューナ部で選択した周波数に対応するデータテーブルを参
照し、該データテーブルに基づいて前記周波数の周波数特性に対する変化量を補正して受
信レベルを表示す とを特徴とするデジタル放送受信装置。
【請求項６】
　請求項１に記載のデジタル放送受信装置において、前記復調部は、受信信号の反射量を
測定する反射量測定部を有し、該測定した反射量に応じて、前記メモリに格納した、Ｃ／
Ｎ値から受信レベルに変換する変換式を補正することを特徴とするデジタル放送受信装置
。
【請求項７】
　請求項１に記載のデジタル放送受信装置において、前記復調部は、受信したデジタル信
号の帯域内にあるアナログ信号による妨害レベルを検出する妨害レベル検出部を有し、該
検出したアナログ信号による妨害レベルに応じて、前記メモリに格納した、Ｃ／Ｎ値から
受信レベルに変換する変換式を補正することを特徴とするデジタル放送受信装置。
【請求項８】
　請求項１乃至 のいずれか１に記載のデジタル放送受信装置において、受信レベルを表
示する際に、視聴している受信信号の階層に応じた変調方式及び符号化 検出し、その
変調方式及び符号化率に対応した変換式を前記メモリから選択して前記受信信号の受信レ
ベルを算出し、該算出した受信レベルを表示することを特徴とするデジタル放送受信装置
。
【請求項９】
　請求項１乃至 のいずれか１に記載のデジタル放送受信装置において、受信レベルを表
示する際に、受信信号に含まれる階層毎に変調方式及び符号化 検出し、その変調方式
及び符号化率に対応した変換式を前記メモリから選択して階層毎に 受信信号の受信レ
ベルを算出し、該算出した受信レベルを階層毎に表示 ことを特徴とするデジタル放送
受信装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至 のいずれか１に記載のデジタル放送受信装置において、前記表示部は、
受信レベルを表示する階層を画面上で選択させる階層選択部を有し、該選択された階層に
応じた変調方式及び符号化 検出し、その変調方式及び符号化率に対応した変換式を前
記メモリから選択して 受信信号の受信レベルを算出し、該算出した受信レベルを表示
することを特徴とするデジタル放送受信装置。
【請求項１１】
　請求項 ， ， のいずれか１に記載のデジタル放送受信装置において、前記表示部は
、前記絶対受信レベル又は相対受信レベルのいずれかの表示方法を画面上で選択させる受
信レベル選択部を有し、視聴している受信信号の階層に応じた変調方式及び符号化 検
出し、前記受信レベル選択部により選択された表示方法に応じた変換式を前記メモリから
選択して前記受信信号の受信レベルを算出し、該算出した受信レベルを表示することを特
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徴とするデジタル放送受信装置。
【請求項１２】
　請求項１乃至 のいずれか１に記載のデジタル放送受信装置において、前記表示部は
、前記算出部により算出した受信レベルを、数値及び／又はグラフィカルな要素により画
面上に表示す とを特徴とするデジタル放送受信装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至 のいずれか１に記載のデジタル放送受信装置において、映像を表示す
るための映像表示部を有し、前記表示部は、同一面上において前記映像表示部とは異なる
位置に設けられていることを特徴とするデジタル放送受信装置。
【請求項１４】
　請求項 に記載のデジタル放送受信装置において、前記表示部は、ＬＥＤで構成され
ていることを特徴とするデジタル放送受信装置。
【請求項１５】
　受信信号に伝送誤りがどの程度発生したかを示すビット誤り率（ＢＥＲ値）及びＣ／Ｎ
値を受信レベルに変換する変換式を予め格納したメモリを有するデジタル放送受信装置を
用いて受信レベルを表示するための受信レベル表示方法において、アンテナから入力され
たデジタル放送信号より所望の周波数の 信号を選択する周波数選択ステップと、該選
択した受信信号を復調する復調ステップと、該復調した受信信号のＢＥＲ値を測定するＢ
ＥＲ測定ステップと、前記復調した受信信号のＣ／Ｎ値を測定するＣ／Ｎ測定ステップと
、前記測定したＢＥＲ値又はＣ／Ｎ値に対応した変換式を前記メモリから求めて前記受信
信号の受信レベルを算出する算出ステップと、該算出した受信レベルを表示する表示ステ
ップとを有し

することを特徴とする
受信レベル表示方法。
【請求項１６】
　請求項 に記載の受信レベル表示方法において、ＢＥＲ値に基づいて受信レベルを表
示する際に、前記ＢＥＲ測定ステップにおいてＢＥＲ値の測定が可能な期間にはＢＥＲ値
を受信レベルに変換して表示し、ＢＥＲ値の測定ができない期間にはＣ／Ｎ値を受信レベ
ルに変換して表示す とを特徴とする受信レベル表示方法。
【請求項１７】
　請求項 に記載の受信レベル表示方法において、ＢＥＲ値に基づいて受信レ
ベルを表示する際に、受信信号の変調方式及び符号化率を検出し、その変調方式及び符号
化率に対応した変換式を前記メモリから選択して前記受信信号の受信レベルを算出し、該
算出した受信レベルを絶対受信レベルとして表示することを特徴とする受信レベル表示方
法。
【請求項１８】
　請求項 に記載の受信レベル表示方法において、Ｃ／Ｎ値に基づいて受信レ
ベルを表示する際に、受信信号の変調方式及び符号化率を検出し、その変調方式及び符号
化率に対応した変換式を前記メモリから選択して前記受信信号の受信レベルを算出し、該
算出した受信レベルを相対受信レベルとして表示することを特徴とする受信レベル表示方
法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、デジタル放送受信装置及び受信レベル表示方法に関し、より詳細には、受信信
号の品質をレベル表示することにより、アンテナの設置角度の調整、あるいは、デジタル
放送を受信可能かどうかの確認を行えるようにしたものである。
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　受信レベルを表示する際に、前記Ｃ／Ｎ測定ステップにおいて測定される測定範囲を、
前記ＢＥＲ測定ステップにて測定されるＢＥＲ値の測定可能範囲と、それ以外の範囲とに
分割し、前記ＢＥＲ値の測定可能範囲ではＢＥＲ値又はＣ／Ｎ値を受信レベルに変換して
表示し、それ以外の範囲ではＣ／Ｎ値を受信レベルに変換して表示
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【０００２】
【従来の技術】
従来、受信レベルを表示する方法として、入力信号の入力電圧による受信強度を用いて表
示する方法がある。入力電力のレベルは、チューナ部のＡＧＣ電圧より換算することによ
り検出が可能である。ＡＧＣの電圧を受信レベルに変換して表示する方法がある。
【０００３】
しかし、入力電圧のみでは、受信信号の信号強度が受信範囲内にあるかどうかの判定は出
来るが、受信信号が実際に受信可能かどうかの受信品質と一致しない場合がある。これは
、受信信号のＣ／Ｎ（Ｃａｒｒｉｅｒ　ｔｏ　Ｎｏｉｓｅ）が悪化していた場合には、受
信電力レベルが良好なレベルであっても、受信品質が悪く、誤りを起こし、映像が乱れた
り、音声が途切れたりし、正常に受信出来ない場合がある。
【０００４】
上記の点を解決する手段として、復調部にＢＥＲ（ビット誤り率）の測定機能を備え、Ｂ
ＥＲを使用して受信レベルを表示する方法がある（例えば、特許文献１、特許文献２参照
）。これは、予めＣ／Ｎに対するＢＥＲの特性を測定し、そのデータを受信機に備え、信
号受信時に測定したＢＥＲから対応したＣ／Ｎ値に変換することにより、受信した信号の
Ｃ／Ｎレベルを算出し、これをもとに受信レベルを表示するようにしている。ＢＥＲを使
用することにより、受信状態を正確に測定できると共に、精度よく受信レベルを表示する
ことが可能となる。これにより、受信電力レベルは高いが、Ｃ／Ｎが劣化して、受信エラ
ーが発生する場合、ＢＥＲも受信不可能なレベルとなり、従って受信レベルも低く表示さ
れ、受信状態に対応した表示をすることが可能となる。
【０００５】
【特許文献１】
特開平４－１８０３１３号公報
【特許文献２】
特開平１０－２８０６５号公報
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記ＢＥＲを測定する方法においては、Ｃ／Ｎに対する測定範囲が限られ
るという問題がある。Ｃ／Ｎが一定値より良い場合には、ＢＥＲは０となってしまい、測
定することが出来ない。また、Ｃ／Ｎが一定値より悪い場合においても、ＢＥＲが有るレ
ベル値付近に固定してしまい、測定することが出来ないという問題がある。
【０００７】
本発明は、上述のごとき実情に鑑みてなされたものであり、ＢＥＲが測定可能な場合には
ＢＥＲに基づいて受信レベルを表示し、それ以外の場合にはＣ／Ｎに基づいて受信レベル
を表示することで正確な受信状態を表示できるようにしたデジタル放送受信装置及び受信
レベル表示方法を提供すること、を目的としてなされたものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　第１の技術手段は、アンテナから入力されたデジタル放送信号より所望の周波数の
信号を選択するチューナ部と、該選択した受信信号を復調する復調部と、該復調した受信
信号に伝送誤りがどの程度発生したかを示すビット誤り率（ＢＥＲ値）を測定するＢＥＲ
測定部と、前記復調した受信信号のＣ／Ｎ値を測定するＣ／Ｎ測定部と、ＢＥＲ値及びＣ
／Ｎ値を受信レベルに変換するための変換式を格納したメモリと、前記測定したＢＥＲ値
又はＣ／Ｎ値に対応した変換式を前記メモリから求めて前記受信信号の受信レベルを算出
する算出部と、該算出した受信レベルを表示する表示部とを有

することを特徴としたものである。
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際に、前記Ｃ／Ｎ測定部による測定範囲を、前記ＢＥＲ測定部によるＢＥＲ値の測定可能
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【００１０】
　第 の技術手段は、第 技術手段において、ＢＥＲ値に基づいて受信レベルを表示す
る際に、前記ＢＥＲ測定部においてＢＥＲ値の測定が可能な期間にはＢＥＲ値を受信レベ
ルに変換して表示し、ＢＥＲ値の測定ができない期間にはＣ／Ｎ値を受信レベルに変換し
て表示す とを特徴としたものである。
【００１１】
　第 の技術手段は、第１ の技術手段において、ＢＥＲ値に基づいて受信レベル
を表示する際に、受信信号の変調方式及び符号化率を検出し、その変調方式及び符号化率
に対応した変換式を前記メモリから選択して前記受信信号の受信レベルを算出し、該算出
した受信レベルを絶対受信レベルとして表示するこを特徴としたものである。
【００１２】
　第 の技術手段は、第１ の技術手段において、Ｃ／Ｎ値に基づいて受信レベル
を表示する際に、受信信号の変調方式及び符号化率を検出し、その変調方式及び符号化率
に対応した変換式を前記メモリから選択して前記受信信号の受信レベルを算出し、該算出
した受信レベルを相対受信レベルとして表示することを特徴としたものである。
【００１３】
　第 の技術手段は、第１乃至第 のいずれか１の技術手段において、周波数毎にＣ／Ｎ
値に対するＢＥＲ値の周波数特性に関する情報を記憶したデータテーブルを有し、受信レ
ベルを表示する際に、前記チューナ部で選択した周波数に対応するデータテーブルを参照
し、該データテーブルに基づいて前記周波数の周波数特性に対する変化量を補正して受信
レベルを表示す とを特徴としたものである。
【００１４】
　第 の技術手段は、第１の技術手段において、前記復調部は、受信信号の反射量を測定
する反射量測定部を有し、該測定した反射量に応じて、前記メモリに格納した、Ｃ／Ｎ値
から受信レベルに変換する変換式を補正することを特徴としたものである。
【００１５】
　第 の技術手段は、第１の技術手段において、前記復調部は、受信したデジタル信号の
帯域内にあるアナログ信号による妨害レベルを検出する妨害レベル検出部を有し、該検出
したアナログ信号による妨害レベルに応じて、前記メモリに格納した、Ｃ／Ｎ値から受信
レベルに変換する変換式を補正することを特徴としたものである。
【００１６】
　第 の技術手段は、第１乃至第 のいずれか１の技術手段において、受信レベルを表示
する際に、視聴している受信信号の階層に応じた変調方式及び符号化 検出し、その変
調方式及び符号化率に対応した変換式を前記メモリから選択して前記受信信号の受信レベ
ルを算出し、該算出した受信レベルを表示することを特徴としたものである。
【００１７】
　第 の技術手段は、第１乃至第 のいずれか１の技術手段において、受信レベルを表示
する際に、受信信号に含まれる階層毎に変調方式及び符号化 検出し、その変調方式及
び符号化率に対応した変換式を前記メモリから選択して階層毎に 受信信号の受信レベ
ルを算出し、該算出した受信レベルを階層毎に表示 ことを特徴としたものである。
【００１８】
　第 の技術手段は、第１乃至第 のいずれか１の技術手段において、前記表示部は、
受信レベルを表示する階層を画面上で選択させる階層選択部を有し、該選択された階層に
応じた変調方式及び符号化 検出し、その変調方式及び符号化率に対応した変換式を前
記メモリから選択して 受信信号の受信レベルを算出し、該算出した受信レベルを表示
することを特徴としたものである。
【００１９】
　第 の技術手段は、第 ， ， のいずれか１の技術手段において、前記表示部は、
前記絶対受信レベル又は相対受信レベルのいずれかの表示方法を画面上で選択させる受信
レベル選択部を有し、視聴している受信信号の階層に応じた変調方式及び符号化 検出
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し、前記受信レベル選択部により選択された表示方法に応じた変換式を前記メモリから選
択して前記受信信号の受信レベルを算出し、該算出した受信レベルを表示することを特徴
としたものである。
【００２０】
　第 の技術手段は、第１乃至 のいずれか１の技術手段において、前記表示部は、
前記算出部により算出した受信レベルを、数値及び／又はグラフィカルな要素により画面
上に表示す とを特徴としたものである。
【００２１】
　第 の技術手段は、第１乃至第 のいずれか１の技術手段において、映像を表示す
るための映像表示部を有し、前記表示部は、同一面上において前記映像表示部とは異なる
位置に設けられていることを特徴としたものである。
【００２２】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、前記表示部は、ＬＥＤで構成されて
いることを特徴としたものである。
【００２３】
　第 の技術手段は、受信信号に伝送誤りがどの程度発生したかを示すビット誤り率（
ＢＥＲ値）及びＣ／Ｎ値を受信レベルに変換する変換式を予め格納したメモリを有するデ
ジタル放送受信装置を用いて受信レベルを表示するための受信レベル表示方法において、
アンテナから入力されたデジタル放送信号より所望の周波数の 信号を選択する周波数
選択ステップと、該選択した受信信号を復調する復調ステップと、該復調した受信信号の
ＢＥＲ値を測定するＢＥＲ測定ステップと、前記復調した受信信号のＣ／Ｎ値を測定する
Ｃ／Ｎ測定ステップと、前記測定したＢＥＲ値又はＣ／Ｎ値に対応した変換式を前記メモ
リから求めて前記受信信号の受信レベルを算出する算出ステップと、該算出した受信レベ
ルを表示する表示ステップとを有し

することを特徴としたものである。
【００２５】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、ＢＥＲ値に基づいて受信レベルを表
示する際に、前記ＢＥＲ測定ステップにおいてＢＥＲ値の測定が可能な期間にはＢＥＲ値
を受信レベルに変換して表示し、ＢＥＲ値の測定ができない期間にはＣ／Ｎ値を受信レベ
ルに変換して表示す とを特徴としたものである。
【００２６】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、ＢＥＲ値に基づいて受信
レベルを表示する際に、受信信号の変調方式及び符号化率を検出し、その変調方式及び符
号化率に対応した変換式を前記メモリから選択して前記受信信号の受信レベルを算出し、
該算出した受信レベルを絶対受信レベルとして表示することを特徴としたものである。
【００２７】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、Ｃ／Ｎ値に基づいて受信
レベルを表示する際に、受信信号の変調方式及び符号化率を検出し、その変調方式及び符
号化率に対応した変換式を前記メモリから選択して前記受信信号の受信レベルを算出し、
該算出した受信レベルを相対受信レベルとして表示することを特徴としたものである。
【００２８】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明の一実施形態に係るデジタル放送受信装置の内部構成例を説明するための
ブロック図で、図中、１０はデジタル放送受信装置、該デジタル放送受信装置１０は、ア
ンテナ１１，チューナ１２，復調部１３，受信状態表示発生部１４，表示部１５，メモリ
１６，ＣＰＵ１７，システムバス１８，入力機器制御部１９，リモコン２０を有している
。尚、アンテナ１１及びリモコン２０は、デジタル放送受信装置１０の外部から有線又は
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無線を介して接続される。
【００２９】
図１において、アンテナ１１で受信した放送波のＲＦ信号はチューナ１２に入力される。
チューナ１２では受信したＲＦ信号に基づいて所望の受信周波数帯を選局し、中間周波信
号（ＩＦ信号）として出力する。チューナ１２は内蔵のアンプにより受信信号を増幅して
出力する。次に、チューナ１２のＩＦ信号出力は復調部１３に入力される。復調部１３は
放送配信側で変調した変調方式に対応して復調及び誤り訂正を行う。また、ＣＰＵ（中央
演算処理装置）１７はシステム全体の制御を行う。メモリ１６はプログラム、あるいはＢ
ＥＲ値及びＣ／Ｎ値を受信レベルに変換するためのデータ（変換式）などの情報を記憶す
る。受信状態表示発生部１４は受信状態（受信レベル）を表示部１５に表示させる。表示
部１５は映像，受信レベル等を表示する。各部間はシステムバス１８を介してアクセス可
能とする。また、入力機器制御部１９はリモコン２０等の入力機器を制御する。リモコン
２０は選局やメニュー画面の選択等を行う。
【００３０】
図２は、図１に示した復調部１３の内部構成例を示すブロック図で、復調部１３は、大き
く分類すると、復調を行う復調回路１３ａ，ＴＭＣＣ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ａｎ
ｄ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）のデコ
ードを行うＴＭＣＣデコード部１３ｂ，波形等化部１３ｃ，誤り訂正を行う誤り訂正部１
３ｄ，ＢＥＲを測定するＢＥＲ測定部１３ｅ，コンスタレーションの分散などからＣ／Ｎ
値を算出するＣ／Ｎ測定部１３ｆより構成される。尚、図中点線で示す反射量測定部１３
ｇ及びアナログ信号妨害レベル検出部１３ｈは、後述する他の実施形態において詳細に説
明するものとし、本実施形態の構成には含めないものとする。
【００３１】
本実施形態について、地上波デジタル放送を受信する場合を代表例として以下のフロー図
に基づいて説明する。
図３は、図１及び図２に示したデジタル放送受信装置１０による受信レベル表示方法の一
例について説明するためのフロー図である。
受信レベルを表示するために、デジタル放送受信装置１０に対して選局動作を行う必要が
ある。まず、チューナ１２に対して、受信する周波数をセットする（ステップＳ１）。Ｃ
ＰＵ１７よりチューナ１２のＰＬＬに周波数を設定することにより、チューナ１２は指定
された周波数への選局動作を行う。チューナ１２は、選局動作が完了すると、選局したＲ
Ｆ周波数をＩＦ信号に変換し、復調部１３へ入力する。次に、ＣＰＵ１７は、復調部１３
に対して復調動作を開始する命令を送信し、デジタル信号の復調動作を開始させる（ステ
ップＳ２）。ＣＰＵ１７は、復調部１３のＴＭＣＣデコードの完了を繰り返し確認する（
ステップＳ３）。
【００３２】
すなわち、上記ステップＳ３において、ＴＭＣＣが取得されたかどうか判断し、ＴＭＣＣ
が取得されない場合（ステップＳ３のＮＯの場合）、繰り返しＴＭＣＣの取得確認を行い
、ＴＭＣＣデコードの完了を確認した場合（ステップＳ３のＹＥＳの場合）、復調部１３
より変調方式を読み出す（ステップＳ４）。復調部１３のＴＭＣＣデコード部１３ｂでは
、受信信号の変調方式及び符号化率の情報を含むＴＭＣＣ情報をデコードするが、このＴ
ＭＣＣ情報により、受信信号の変調方式及び符号化率を取得することが出来る。
【００３３】
上記ＴＭＣＣデコードの完了を確認した後、復調部１３では、デコードしたＴＭＣＣ情報
をレジスタに記憶しておき、ＣＰＵ１７では、このレジスタをアクセスすることにより、
ＴＭＣＣ情報を確認することが出来る。次に、変調方式が、例えば６４ＱＡＭであるかど
うかを確認する（ステップＳ５）。変調方式が６４ＱＡＭで無い場合（ＮＯの場合）、Ｃ
／Ｎを使用して受信レベルを算出する（ステップＳ１０）。尚、本実施形態では、６４Ｑ
ＡＭの場合のみＢＥＲを使用して受信レベルを表示する方法について示しているが、他の
変調方式においても、その変調方式に対する変換式をメモリ１６に備えておくことにより
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ＢＥＲを使用して受信レベルを表示することができる。
【００３４】
また、Ｃ／Ｎを使用して受信レベルを算出する方法として、例えば、Ｃ／Ｎ測定部１３ｆ
で、予めコンスタレーションの座標が判っているパイロット信号（ＳＰ）における、正規
の座標と受信した信号の座標との分散により求める方法がある。この方法によれば、パイ
ロット信号は固定の変調方式により伝送されているので、データ部分の信号の変調方式に
よらず、受信信号に対するＣ／Ｎ値を求めることが出来る。Ｃ／Ｎ値から受信レベルに変
換する変換式は、Ｃ／Ｎに対する復調部１３のＣ／Ｎ測定値を予め測定しておくと共に、
Ｃ／Ｎ値を受信レベルに変換する変換式をメモリ１６に記憶しておき、変換する際には、
その変換式を基にして算出するようにする。
【００３５】
また、上記ステップＳ５において変調方式が６４ＱＡＭであった場合（ＹＥＳの場合）、
ＢＥＲ値を復調部１３より読み出す（ステップＳ６）。ここで、ＢＥＲ値の測定方法は、
例えば、ビタビ復号後のデータ信号を再度符号化し、データを比較することにより誤り数
を計算する方法や、リードソロモン後のエラーの数をカウントする方法などがある。
【００３６】
本実施形態では、上述した前者の方法、すなわち、ビタビ復号後のＢＥＲの測定機能を持
った復調部１３の場合を代表例として説明する。
上記ステップＳ６において読み出したビタビ後のＢＥＲの値が、１ .０×Ｅ－６より小さ
いかどうかを比較し（ステップＳ７）、ＢＥＲ値が１ .０×Ｅ－６より小さい場合（ＹＥ
Ｓの場合）、Ｃ／Ｎ値を用いて受信レベルを算出する（ステップＳ１０）。また、上記ス
テップＳ７においてＢＥＲ値が１ .０×Ｅ－６以上であった場合（ＮＯの場合）、ステッ
プＳ８に移行して、ＢＥＲ値が１ .０×Ｅ－２以上であるかを比較する（ステップＳ８）
。ＢＥＲ値が１ .０×Ｅ－２以上の場合（ＹＥＳの場合）、同様にＣ／Ｎ値を用いて受信
レベルを算出する（ステップＳ１０）。また、上記ステップＳ８においてＢＥＲ値が１ .
０×Ｅ－２以下の場合（ＮＯの場合）、ＢＥＲ値を用いて受信レベルを算出する（ステッ
プＳ９）。最後に、算出した受信レベルを表示部１５に表示する（ステップＳ１１）。
【００３７】
図４は、Ｃ／Ｎ及びＢＥＲを受信レベルに換算する際に、受信Ｃ／Ｎに対する受信レベル
の関係を示す図である。このように、Ｃ／Ｎ値において、中央の範囲の受信レベルでは、
ＢＥＲ値で測定した結果を受信レベルに変換し、それ以外の範囲では、Ｃ／Ｎ値を使用し
て受信レベルを表示するようにしている。
【００３８】
ＢＥＲから受信レベルを算出する方法について以下に説明する。
図５は、Ｃ／Ｎに対するＢＥＲの特性の一例を示す図で、図中、３１は６４ＱＡＭ３／４
の特性グラフ、３２は６４ＱＡＭ７／８の特性グラフである。このように、デジタル放送
受信装置１０において、Ｃ／Ｎに対するＢＥＲの測定を予め行っておき、その結果をメモ
リ１６に格納しておく。具体例として、ＢＥＲが、例えば１ .０×Ｅ－６の時には、受信
レベル６０を表示し、ＢＥＲが１ .０×Ｅ－２の時には、受信レベルが２０を表示するよ
う変換式を作成し、その変換式をメモリ１６に格納しておく。このように、ＢＥＲから受
信レベルに変換するための変換式を作成しておき、受信レベルの表示の際には、この変換
式を用いて、ＢＥＲから受信レベルへ変換して表示する。図５において、ＢＥＲが１ .０
×Ｅ－６の時のＣ／Ｎは２５であったので、Ｃ／Ｎが２５の時は、受信レベル６０を表示
し、ＢＥＲが１ .０×Ｅ－２の時のＣ／Ｎは２０であったので、Ｃ／Ｎが２０の時は、受
信レベル２０を表示するようになる。
【００３９】
Ｃ／Ｎから受信レベルを算出する方法について以下に説明する。
この場合、デジタル放送受信装置１０のＣ／Ｎに対するＣ／Ｎ測定値の関係を予め測定し
ておく。その値に基づき、図４に示したような、Ｃ／Ｎ値により算出する部分に示すグラ
フとなるような変換式を作成しておく。この場合、例えば、実際のＣ／Ｎが２０ｄＢの場
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合に、Ｃ／Ｎ測定値が１９ｄＢの場合には、当該Ｃ／Ｎ測定値に１をプラスするなどの補
正をかけて算出する。また、受信Ｃ／Ｎが０の時には受信レベル０を表示し、受信Ｃ／Ｎ
２０の時には受信レベル２０を表示し、受信Ｃ／Ｎ２５の時には受信レベル６０を表示し
、受信Ｃ／Ｎ４０の時には受信レベル１００を表示するような変換式を作成しておく。
【００４０】
本発明によると、ＢＥＲが測定出来る場合には、ＢＥＲを用いて受信レベルを表示するこ
とができるので、単にＣ／Ｎや、ＡＧＣのみを用いる表示方法より、正確に受信状態を表
示することができる。
また、ＢＥＲの測定可能範囲では、ＢＥＲに表示を切り替えて表示すると共に、ＢＥＲの
測定範囲外においてもＣ／Ｎを用いて受信状態を表示することができる。
【００４１】
図６は、受信レベルの表示形態の一例を示す図である。受信レベルの表示形態は、図６（
Ａ）に示すように、受信レベルの数値及びバーグラフを用いた形態や、図６（Ｂ）に示す
ように、横軸に周波数、縦軸に受信レベルとした棒グラフ、図６（Ｃ）に示すように、横
軸に時間、縦軸に受信レベルとした折れ線グラフなど、種種想定されるものであるが、受
信レベルの大きさが確認し易い形態であればどのような表示形態であってもよい。
【００４２】
上記例は、変調方式が６４ＱＡＭで、符号化率が７／８の場合について示したものである
。異なる変調方式及び符号化率の場合における受信レベルの表示方法を以下に示す。本例
は、変調方式が６４ＱＡＭで、符号化率が３／４の場合を代表例として説明するものとす
る。
この場合、前述の６４ＱＡＭ７／８の場合と同様に、前述の図５に示したように、Ｃ／Ｎ
に対するＢＥＲ特性を予め測定しておく。６４ＱＡＭ３／４の場合には、６４ＱＡＭ７／
８に比較して、Ｃ／Ｎ値が小さくても受信可能となる。６４ＱＡＭ３／４の場合にも６４
ＱＡＭ７／８の場合と同様の変換式を用いて、ＢＥＲが１ .０×Ｅ－６の時には、受信レ
ベル６０を表示し、ＢＥＲが１ .０×Ｅ－２の時には、受信レベルが２０を表示するよう
にしておく。
【００４３】
図７は、変調方式及び符号化率の違いによる受信Ｃ／Ｎに対する受信レベルの関係の一例
を示す図で、図中、３３は６４ＱＡＭ３／４の特性グラフ、３４は６４ＱＡＭ７／８の特
性グラフである。前述の図５に示したように、特性グラフ３１（６４ＱＡＭ３／４）のＢ
ＥＲが１ .０×Ｅ－６の時のＣ／Ｎは２３であったので、Ｃ／Ｎが２３の時は、受信レベ
ル６０を表示し、ＢＥＲが１ .０×Ｅ－２の時のＣ／Ｎは１８であったので、Ｃ／Ｎが１
８の時は、受信レベル２０を表示する。この方法では、図７に示すように、６４ＱＡＭ７
／８の場合と６４ＱＡＭ３／４の場合とで、表示する特性グラフが変化してしまう。この
場合、受信したＣ／Ｎが例えば２３ｄＢの場合、符号化率が７／８の方では、受信レベル
が５５で表示されるが、符号化率３／４の方では、受信レベル６０が表示される。
【００４４】
図８は、変調方式及び符号化率の違いによりＢＥＲの変換式に補正をした場合の受信Ｃ／
Ｎに対する受信レベルの関係の一例を示す図で、図中、３５は６４ＱＡＭ３／４の特性グ
ラフ、３６は６４ＱＡＭ７／８の特性グラフである。このように、上記図７に示した特性
グラフ３３（６４ＱＡＭ３／４）の受信レベルを補正して表示することにより、６４ＱＡ
Ｍ７／８と同じ受信レベルを表示することができる。
上記補正方法として、例えば、ある一定の数値を減算して表示する方法がある。図８に基
づいて説明すると、特性グラフ３５（６４ＱＡＭ３／４）で算出した受信レベル６０に対
して、特性グラフ３６（６４ＱＡＭ７／８）のＣ／Ｎ２３相当の値である受信レベル５５
となるように５を減算して受信レベルを表示する。尚、６４ＱＡＭ７／８の場合と同様に
、６４ＱＡＭ３／４のＢＥＲの測定範囲外の箇所はＣ／Ｎ値にて表示する。
【００４５】
上記補正方法において、変調方式及び符号化率に応じてＢＥＲについての変換式に補正を
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行ったが、補正を行わない方法もある。すなわち、変調方式が変更されても、ＢＥＲが１
.０×Ｅ－６の時には、受信レベル６０を表示し、ＢＥＲが１ .０×Ｅ－２の時には、受信
レベル２０を表示するようにしておく方法である。このような表示方法によれば、その変
調方式に応じた受信状態を表示することが出来る。この表示方法の場合、Ｃ／Ｎにて表示
する部分が、６４ＱＡＭ７／８の際と同じ変換式を使用すると、図７に示したように、Ｂ
ＥＲで表示する部分と、Ｃ／Ｎで表示する部分の間が不連続となってしまう。そのため、
変調方式及び符号化率に応じてＣ／Ｎを受信レベルに変換する変換式を変更するようにす
る。
【００４６】
図９は、変調方式及び符号化率の違いによりＣ／Ｎの変換式に補正をした場合の受信Ｃ／
Ｎに対する受信レベルの関係の一例を示す図で、図中、３７は６４ＱＡＭ３／４の特性グ
ラフ、３８は６４ＱＡＭ７／８の特性グラフである。このように、符号化率が特性グラフ
３８（６４ＱＡＭ７／８）の場合には、Ｃ／Ｎが２０の時に受信レベルとして２０を表示
するようにしていたのを、Ｃ／Ｎが１８の時に２０を表示する変換式を作成しておき、こ
ちらを使用するようにする。その結果は特性グラフ３７（６４ＱＡＭ３／４）となる。同
様に、受信レベルが６０を表示する箇所も、符号化率が特性グラフ３８（６４ＱＡＭ７／
８）の場合には、Ｃ／Ｎが２５の時に受信レベルとして６０を表示するようにしていたの
を、Ｃ／Ｎが２３の時に６０を表示する変換式を作成しておき、こちらを使用するように
する。その結果は特性グラフ３７（６４ＱＡＭ３／４）となる。
【００４７】
本発明によると、ＢＥＲを用いて受信レベルを表示する際に、変調方式及び符号化率によ
り自動的に変換式を変更するので、同じ受信信号において変調方式毎に受信レベルが異な
ることがなくなる。
また、ＢＥＲの測定とＣ／Ｎとの切換点を連続的に表示するようにしたので、ＢＥＲとＣ
／Ｎの表示の切換点においても、受信レベルをスムーズに表示することができる。また、
変調方式により、ＢＥＲの変換式は変更しないので、その変調方式のエラー耐性に応じた
レベル表示をすることが可能となる。
【００４８】
ここで、選局動作後に、ＢＥＲとＣ／Ｎについて、復調部１３が計測可能となるまでの時
間について比較した場合、Ｃ／Ｎに比べて、ＢＥＲの方が計測可能となるまでには時間を
要する。ＢＥＲの場合には、ＴＭＣＣのフレーム同期が完了するまで待つ必要があり、ま
た、ある一定のビット数の誤り数を計測するため、一定の測定期間を要する。Ｃ／Ｎの場
合には、ＴＭＣＣのフレーム同期が完了しなくとも、信号に含まれるパイロット信号のキ
ャリアにより算出することができるため、ＢＥＲよりも早く測定可能となる。
【００４９】
図１０は、図１及び図２に示したデジタル放送受信装置１０による受信レベル表示方法の
他の例について説明するためのフロー図である。まず、チューナ１２に周波数を設定する
（ステップＳ２１）。次に、復調部１３に対して復調動作のスタートを開始する（ステッ
プＳ２２）。次に、復調部１３がＣ／Ｎの計測が可能かどうかを判断し（ステップＳ２３
）、Ｃ／Ｎの計測が不可能な場合（ＮＯの場合）、受信レベルとしては“０”を返すよう
にする（ステップＳ２４）。また、上記ステップＳ２３においてＣ／Ｎの計測が可能とな
った場合（ＹＥＳの場合）、ＢＥＲの計測が可能かどうか判断し（ステップＳ２５）、Ｂ
ＥＲの計測が不可能な場合（ＮＯの場合）、Ｃ／Ｎのみを使用して受信レベルを算出する
ようにする（ステップＳ２６）。上記ステップＳ２５においてＢＥＲの計測が可能となっ
た場合（ＹＥＳの場合）、Ｃ／ＮとＢＥＲを使用して受信レベルを算出する（ステップＳ
２７）。
【００５０】
Ｃ／Ｎのみを使用して受信レベルを算出する際の変換式については、ＢＥＲを使用して表
示する範囲についてもＣ／Ｎ（すなわち、全てＣ／Ｎ）にて表示するようにする。前述の
図４において、上記表示方法によれば、Ｃ／Ｎが２０から２５の範囲内は、ＢＥＲを使用
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していたが、この範囲もＣ／Ｎにて表示するようにする。すなわち、Ｃ／Ｎが２０の時に
は、受信レベル２０を、Ｃ／Ｎが２５の時には、受信レベル６０を表示するような変換式
を作成しておき、これを使用する。
【００５１】
本発明によると、ＢＥＲが測定可能となるまでは、Ｃ／Ｎにて表示するにようにしたので
、選局後等にすぐに受信レベルを表示する場合に、単にＢＥＲを使用するよりも、受信レ
ベルを迅速に表示することができる。
【００５２】
Ｃ／Ｎ及びＢＥＲを使用して受信レベルを表示する際に、チューナ１２及び復調部１３に
、周波数特性によるばらつきがあると、周波数により受信レベルの表示にもばらつきが生
じてしまう。
図１１は、周波数毎のＣ／Ｎに対するＢＥＲの特性についての一例を示す図である。Ｃ／
Ｎ対ＢＥＲ特性の平均値を基準値としたとすると、Ａチャンネルの周波数では、基準値よ
り特性が良いが、Ｂチャンネルにおいては、基準値より特性が悪いとする。このような場
合に、補正を行わずに、ＢＥＲから受信レベルに変換してしまうと、周波数により、表示
する受信レベルにばらつきが出てしまう。そのため、受信レベルを表示する際には、周波
数により、補正をして表示するようにする。本例では、Ａチャンネルの場合には、補正量
Ａを、Ｂチャンネルの場合には、補正量Ｂの分をＢＥＲの値について補正する。ここで、
デジタル放送受信装置１０は、Ｃ／Ｎ対ＢＥＲ特性の周波数毎のデータを予めデータテー
ブルとして保持しておく。
【００５３】
同様に、Ｃ／Ｎを使用して受信レベルを表示する場合についても、各周波数においてＣ／
Ｎに対するＣ／Ｎ値を予め測定しておき、表示する際には、その差異分の補正を行う方法
も可能である。ここで、デジタル放送受信装置１０は、Ｃ／Ｎ対Ｃ／Ｎ値特性の周波数毎
のデータを予めデータテーブルとして保持しておく。
【００５４】
本発明によると、チューナの周波数特性を補正して受信レベルを表示することができるた
め、正確に入力された信号のレベルを表示することが可能となる。
【００５５】
図１２は、受信信号に反射がある場合の波形の一例を示す図で、図１２（Ａ）は反射の無
い時の信号波形を示し、図１２（Ｂ）は反射のある場合の信号波形について示した図であ
る。尚、本実施形態のデジタル放送受信装置１０は、図２に示した反射量測定部１３ｇを
復調部１３に追加した構成として以下に説明する。受信信号にケーブル等により反射が発
生すると、受信信号に歪みが発生する。図１２（Ａ）に示すように、反射の無い場合には
、歪みのない波形であるが、反射があった場合には、図１２（Ｂ）に示すように、受信信
号に歪みが発生する。
【００５６】
ここで、具体的な反射量の検出方法について説明する。
復調部１３内の反射量測定部１３ｇにおいて、受信した信号の帯域内の各周波数における
信号レベルを測定することにより、反射量を検出することができる。送信信号において、
パイロット信号が信号の周波数帯に均等に予め配置されており、復調部１３の波形等化部
１３ｃ内の伝送路推定部（図示せず）では、受信したパイロット信号のレベルを測定する
ことにより、各周波数の受信レベルを推定することができる。図１２に示すように、上記
伝送路推定部では、信号の振幅を検出し、反射量測定部１３ｇで、そのばらつきを測定す
ることにより、反射量を検出することができる。このばらつきが大きい場合には、反射の
信号が大きいことを示す。このばらつきの大きさを受信レベルを表示する際に補正して表
示するようにする。例えば、Ｃ／Ｎ値より反射量を減算したり、また、Ｃ／Ｎが良くても
反射量から推定すると受信不可能な場合には、受信レベルを受信不可能なレベルとして表
示するようにする。
【００５７】
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本発明によると、信号の反射量を検出して、その反射量分を補正して表示するようにした
ので、Ｃ／Ｎのみによる表示より、正確な受信レベルの表示が可能となる。
【００５８】
図１３は、受信信号にアナログ信号等の妨害がある場合の波形の一例を示す図で、図１３
（Ａ）はアナログ信号妨害の無い時の信号波形を示し、図１３（Ｂ）はアナログ信号妨害
のある場合の信号波形について示した図である。尚、本実施形態のデジタル放送受信装置
１０は、図２に示したアナログ信号妨害レベル検出部１３ｈを復調部１３に追加した構成
として以下に説明する。
受信信号と同じ周波数帯域にアナログ信号が存在する場合、これがデジタル信号への妨害
信号となる。図１３（Ａ）に示すように、妨害の無い場合には、歪みのない波形であるが
、妨害があった場合には、図１３（Ｂ）に示すように、受信信号に妨害信号が加わった波
形となる。
【００５９】
ここで、具体的なアナログ信号妨害による妨害レベルの検出方法について説明する。
波形等化部１３ｃ内の伝送路推定部（図示せず）により推定された伝搬特性を用いて、受
信した信号の帯域内の各周波数の信号レベルを測定することにより検出することができる
。例えば、アナログ信号の映像キャリアによりＯＦＤＭの信号が劣化していると上記伝送
路推定部の伝搬特性に妨害が表れる。アナログ信号妨害レベル検出部１３ｈにおいて、こ
の情報を基にして、妨害信号の検出が可能である。受信レベルを表示する際には、妨害信
号の大きさを補正して表示するようにする。例えば、Ｃ／Ｎ値より妨害の量を減算したり
、また、Ｃ／Ｎが良くてもアナログ信号の妨害量から推定すると受信不可能な場合には、
受信レベルを受信不可能なレベルとして表示するようにする。
【００６０】
本発明によると、アナログ信号等の妨害信号を検出して、その妨害量分を補正して表示す
るようにしたので、Ｃ／Ｎのみによる表示より、正確な受信レベルの表示が可能となる。
また、アナログ信号等の妨害波のレベルを補正して表示するようにしたので、Ｃ／Ｎのみ
による表示より、正確な受信レベルの表示が可能となる。
【００６１】
受信信号が複数の変調方式の含まれる階層変調がなされていた信号の場合、デジタル放送
受信装置１０は、ある階層の映像、音声を選択する。受信レベルを表示する場合に、選択
した階層毎に対応した変換式を使用して受信レベルを表示する方法について以下に示す。
例えば、受信信号には、Ａ階層（強階層）として変調方式が１６ＱＡＭで符号化率が１／
２、Ｂ階層（弱階層）として変調方式が６４ＱＡＭで符号化率が３／４の、２つの階層が
混在していたとする。弱階層は、一般に高画質の映像が含まれているが、Ｃ／Ｎに対する
耐性が弱く、強階層は、画質は劣るが、Ｃ／Ｎに対する耐性が強く、低Ｃ／Ｎでも受信可
能である。復調部１３においては、それぞれの変調方式及び符号化率毎に、ＢＥＲを測定
する機能を持つ。デジタル放送受信装置１０は、弱階層の映像を表示していた場合には、
変調方式が６４ＱＡＭで符号化率が３／４の信号を復号した時のＢＥＲを用いた変換式を
使用し、強階層の映像を表示していた場合には、変調方式が１６ＱＡＭで符号化率が１／
２の信号を復号した時のＢＥＲを用いた変換式を使用して受信レベルを表示するようにす
る。
【００６２】
強階層の映像を選択しているか、弱階層の映像を選択しているかはＣＰＵ１７で判定する
。強階層のサービスＩＤの番号は予め決められているためＣＰＵ１７は、復調部１３から
出力されるトランスポートストリームに含まれる、どのサービスＩＤを選択しているかを
判定することにより階層の特定が可能である。ある信号状態の時には、弱階層では受信不
可能であるが、強階層では受信可能といった状態が存在する。その場合、弱階層を選択し
た時には、受信レベルは低く表示され、強階層を選択した時には、受信レベルは受信可能
なレベルを表示する。
【００６３】
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例えば、強階層を視聴していた場合に、受信レベルが劣化し、弱階層は視聴出来ないレベ
ルになった時、弱階層の受信レベルを表示してしまうと、受信レベルは受信不可能な値と
して低く表示されてしまうが、視聴している強階層の受信レベルに切り替えて表示するこ
とにより、受信可能なレベルとして表示される。
【００６４】
本発明によると、選択した階層に対応する変調方式のＢＥＲを使用して表示するようにし
ているので、視聴している番組の変調方式に対応した受信レベルを表示することができる
。
【００６５】
上記例では、どの階層の受信レベルを表示するかは、ＣＰＵ１７が選択した階層について
表示するようにしたが、ユーザにより選択できるようにしても良い。図１４は、受信レベ
ルを表示する階層を選択するメニュー画面の一例を示す図である。図１４に示すような画
面を表示させ、リモコン２０等の入力装置により階層を選択できるようにする。“自動選
択”が選択された場合には、前述の方法によりＣＰＵ１７により階層を選択、表示する。
“弱階層”が選択された場合には、常に弱階層のＢＥＲを読み出して受信レベルを表示す
るようにする。この場合、映像としては強階層が選択されていたとしても、弱階層の受信
レベルを表示するようにする。“強階層”が選択された場合には、上記とは逆に、常に強
階層のＢＥＲを読み出して、受信レベルを表示するようにする。同様に、映像としては弱
階層が選択されていたとしても、強階層の受信レベルを表示するようにする。
【００６６】
本発明によると、ユーザが弱階層の受信レベルと強階層の受信レベルを自由に選択して見
ることができる。例えば、強階層の映像を視聴していた場合においても、弱階層が受信可
能かどうかを弱階層の番組に切り替えることなく確認することができる。これにより、弱
階層が受信可能になってから番組を弱階層に切り替えるといった使い方ができる。
【００６７】
受信レベルを表示する際には、例えば、前述の図６（Ａ）に示すように、数値と、その受
信レベルをバーグラフにより表示する。数値とバーグラフの表示は、一定間隔毎に更新さ
れるようにする。
【００６８】
表示の方法については、測定したレベルの何回かの平均を計算し、その値を一定期間毎に
更新する方法や、測定したレベルの何回かの値の中で最悪値を一定期間毎に更新する方法
等がある。平均の方法では、更新の間隔が短い場合には、表示が見やすくなるという利点
がある。最悪値を表示する方法では、受信レベルの変動が激しい場合に、その最悪値を表
示するようになるので、瞬間的に劣化するレベルを検出し易くなる。
【００６９】
また、信号の反射の状態、アナログ信号による妨害の状態を表示するようにしても良い。
前述の図６（Ａ）に示すように、反射量測定部１３ｇにおいて、反射量大で検出された場
合には、反射量レベル（マルチパスレベル）が大きいことを示す“強”を表示し、アナロ
グ信号妨害レベル検出部１３ｈにおいて、アナログ信号などによる妨害信号小で検出され
た場合には、妨害信号レベルが小さいことを示す“弱”を表示するようにする。
【００７０】
また、図６（Ｂ）に示すように、横軸に周波数を、縦軸に受信レベルとしたグラフの形式
とすることも可能である。受信レベルを表示する際に、各周波数のサーチを開始し、各周
波数のチャンネルの受信レベルを表示することも可能である。また、各周波数の受信レベ
ルをメモリ１６に記憶しておき、受信レベルを表示する際に、現在の周波数の受信レベル
と、記憶しておいた他の周波数の受信レベルを同時に表示することも可能である。
【００７１】
また、図６（Ｃ）に示すように、横軸に時間を、縦軸に受信レベルとしたグラフの形式と
し、受信レベルの時間的な経過が判るような形式にて表示することも可能である。表示方
法としては、受信レベルを表示する画面に切り替わってから、受信レベルを一定期間毎に

10

20

30

40

50

(13) JP 4007944 B2 2007.11.14



測定し、順次表示していく方法、あるいは、メモリ１６に受信レベルを一定間隔にて記憶
するようにし、受信レベルの表示をする場合には、そのチャンネルの受信レベルを過去の
受信レベルも含めて表示することも可能である。
【００７２】
本発明によると、受信レベルと共に、反射量の強さ、アナログ信号の妨害等の強さを同時
に表示することができるので、マルチパスが大きいのが原因で受信状態が悪い、あるいは
、アナログ信号の妨害が大きいために受信状態が悪い等、劣化の原因を知ることができる
。また、受信レベルの変動を表示することができるので、受信信号にどの程度の変動があ
るか、受信状態が劣化傾向にあるか、良好な傾向にあるのかを判別することができる。ま
た、各周波数における受信レベルの一覧を表示することができるので、各チャンネルの受
信状態を一目で確認することができる。
【００７３】
図１５は、各階層の受信レベルの表示例を示す図である。受信レベルを表示する際には、
弱階層の受信レベルと、強階層の受信レベルとを同時に表示することも可能である。復調
部１３では、弱階層と強階層の各階層についてＢＥＲを同時に測定するようにし、受信レ
ベルを表示する際には、弱階層のＢＥＲと、強階層のＢＥＲとをそれぞれ読み出すように
し、それぞれの受信レベルを画面に表示する。
【００７４】
本発明によると、階層毎の受信状態を同時に表示することができるので、各階層の受信状
態を一目で確認することが可能となる。
【００７５】
受信レベルを表示するモードについては、変調方式及び符号化率によりＢＥＲから受信レ
ベルに変換する変換式を変更する絶対受信レベル表示モードと、変調方式及び符号化率に
よりＣ／Ｎから受信レベルに変換する変換式を変更する相対受信レベル表示モードとがあ
るが、このモードを切り替えて表示できるようにしてもよい。
図１６は、受信レベルの表示モードを選択するメニュー画面の一例を示す図である。図１
６に示すような画面を表示し、リモコン２０等の入力装置により各表示モードを選択でき
るようにする。“絶対受信レベルモード”が選択された場合には、以後、絶対受信レベル
表示モードにより受信レベルを表示し、“相対受信レベルモード”が選択された場合には
、以後、相対受信レベル表示モードにより受信レベルの表示を行うようにする。
【００７６】
本発明によると、絶対受信レベル表示モードと相対受信レベル表示モードとをユーザが自
由に切り替えることができるので、ユーザの使用条件や好みにあった表示が可能となる。
例えば、受信Ｃ／Ｎに比例した受信レベルを表示したい場合には、絶対受信レベル表示モ
ードに設定し、現在受信している変調方式が受信可能かどうかを判断したい場合には、相
対受信レベル表示モードに切り替える等の使い方ができる。
【００７７】
図１７は、デジタル放送受信装置を内臓する映像表示装置に受信レベルを表示させた表示
状態の一例を示す図で、図中、４０は映像表示装置で、該映像表示装置４０は、映像表示
部４１，受信レベル等の表示部４２を有する。また、図１８は、デジタル放送受信装置を
内臓する映像表示装置に受信レベルを表示させた状態の他の例を示す図で、図中、５０は
映像表示装置で、該映像表示装置５０は、映像表示部５１，ＬＥＤ表示部５２を有する。
図１７及び図１８に示す映像表示装置は、本発明のデジタル放送受信装置１０を内蔵又は
外部に有し、デジタル放送を受信してその映像を映像表示部に表示させることができる。
【００７８】
図１７において、受信レベルを表示する位置を、映像を表示する映像表示部４１上に表示
すると、映像が見づらくなるので、映像を表示する画面とは別に、映像以外の情報を表示
する表示部４２を設け、この部分に受信レベルを表示するようにする。表示方法としては
、例えば、数字による表示、あるいは、バーグラフによる表示、あるいは、アナログの針
によるレベルメータのような表示方法等がある。
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【００７９】
また、図１８に示すように、受信レベルをＬＥＤ表示部５２で表示する表示形態としても
よい。また、受信レベルによりＬＥＤの色を変化させて表示する方法も可能である。例え
ば、受信状態がまったく受信不可の場合は点灯せず、受信不可の受信レベル付近の場合に
は、赤色を表示し、受信可能な場合には緑色を表示し、受信レベルに余裕がある場合には
青色を表示し、その間の受信レベルにおいては、除々に色を変化させていく方法などがあ
る。
【００８０】
本発明によると、受信レベルを、映像を表示する画面以外に表示するので、視聴している
映像の邪魔にならずに受信レベルの表示が可能となる。また、ＬＥＤを用いて表示するこ
とで、表示面積を取ることなく概略の受信レベルを把握することができる。
【００８１】
【発明の効果】
本発明によると、ＢＥＲが測定可能な場合にはＢＥＲに基づいて受信レベルを表示し、そ
れ以外の場合にはＣ／Ｎに基づいて受信レベルを表示することで正確な受信状態を表示す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係るデジタル放送受信装置の内部構成例を説明するための
ブロック図である。
【図２】図１に示した復調部の内部構成例を示すブロック図である。
【図３】図１及び図２に示したデジタル放送受信装置による受信レベル表示方法の一例に
ついて説明するためのフロー図である。
【図４】Ｃ／Ｎ及びＢＥＲを受信レベルに換算する際に、受信Ｃ／Ｎに対する受信レベル
の関係を示す図である。
【図５】Ｃ／Ｎに対するＢＥＲの特性の一例を示す図である。
【図６】受信レベルの表示形態の一例を示す図である。
【図７】変調方式及び符号化率の違いによる受信Ｃ／Ｎに対する受信レベルの関係の一例
を示す図である。
【図８】変調方式及び符号化率の違いによりＢＥＲの変換式に補正をした場合の受信Ｃ／
Ｎに対する受信レベルの関係の一例を示す図である。
【図９】変調方式及び符号化率の違いによりＣ／Ｎの変換式に補正をした場合の受信Ｃ／
Ｎに対する受信レベルの関係の一例を示す図である。
【図１０】図１及び図２に示したデジタル放送受信装置による受信レベル表示方法の他の
例について説明するためのフロー図である。
【図１１】周波数毎のＣ／Ｎに対するＢＥＲの特性についての一例を示す図である。
【図１２】受信信号に反射がある場合の波形の一例を示す図である。
【図１３】受信信号にアナログ信号等の妨害がある場合の波形の一例を示す図である。
【図１４】受信レベルを表示する階層を選択するメニュー画面の一例を示す図である。
【図１５】各階層の受信レベルの表示例を示す図である。
【図１６】受信レベルの表示モードを選択するメニュー画面の一例を示す図である。
【図１７】デジタル放送受信装置を内臓する映像表示装置に受信レベルを表示させた表示
状態の一例を示す図である。
【図１８】デジタル放送受信装置を内臓する映像表示装置に受信レベルを表示させた状態
の他の例を示す図である。
【符号の説明】
１０…デジタル放送受信装置、１１…アンテナ、１２…チューナ、１３…復調部、１４…
受信状態表示発生部、１５…表示部、１６…メモリ、１７…ＣＰＵ、１８…システムバス
、１９…入力機器制御部、２０…リモコン、１３ａ…復調回路、１３ｂ…ＴＭＣＣデコー
ド部、１３ｃ…波形等化部、１３ｄ…誤り訂正部、１３ｅ…ＢＥＲ測定部、１３ｆ…Ｃ／
Ｎ測定部、１３ｇ…反射量測定部、１３ｈ…アナログ信号妨害レベル検出部、３１，３２
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，３３，３４，３５，３６，３７，３８…特性グラフ、４０，５０…映像表示装置、４１
，５１…映像表示部、４２…受信レベル等の表示部、５２…ＬＥＤ表示部。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】
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